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I はじめ
旧東西ドイツの密j克，およびチェコとの毘境にも接しているザクセン州フォークトラント
(Vogtland)の楽器工業の発生・発展・衰退・現状を明らかにすることが，本文の目的である. ドイ
ツには中世以来，手工業に裏付けられた伝統工業の歴史があり，それを明らかにすることは， ドイツ
の風土・産業・文化・地理を知ることそのものに通ずる.マイ七ンの陶器，ゾンネベルクの玩具，シュ
ヴァルツヴルトの時計ザクセンの繊維工業ーなどが伝統工業の代表的なもので，石炭に依存したルー
ル地域の製鉄・金属工業などの近代工業とはある意味では対極にあるもので， ドイツのドイツ的なも
のカ汁設もよく布?出している.
1993年 7月2213初めて郡都Klingenthalと楽器工業の中心地 Markneukirchenを訪れ， 1994年7月19
-25日現地調査を行った. Markneukirchenの町長 Karl-HeinrichHOYERはじめ，郡役所，楽器博物
自立館長 ErnstGEWINNERら多くの人々のお世話になった.それらの人々への感謝を込めて本報文を
作成した.
1I Vogtland楽器工業のあゆみ
J. Vogtland 
フォークトラント [VogtlandJ とは，テューリンゲン層崖地Jf~ (ケスタ)UJ地，フランケンヴアル
ト・エルツ山脈にInlまれた襟高500-600mのドイツ中佐山地の準平原状の丘陵地であり，狭義には東
テューリンゲンケスタ高原にまで及ぶザクセン州部分を意味している (Fig.1).フォークト(Vogt) 
とは代官・管銀・城代・奉行・管理人などを意味し，神聖ローマ帝留ホーエンシュタウフェン朝(12・
13 C )には，南は Eger(今日チェコのCheb)地域から北は Pleis地域(ツヴィカウとライプチヒの
1M]のAltenberg付近のプライス)1流域)に亙る，王朝官僚の支配していた地域であった.代官には
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Weida (ゲーラ南のIIT)，次いでゲーラ.Plauen (プラウエン)の代官が任命された.代 J再らに与え
られていた収益椛(とくに，関税徴収権)は，ほぽ1200年以、降，領域支配権を擁立しその領域は間
はLobenstein. Burglくから， :1ヒは Werdau・ゲーラ.Weida，南は Adorf.Markneukirchen，東は
Falkenstein . Auerbach・Wiesenburg(ツヴィカウ南東)に及んでいた.ある時期は，ネーフ周辺地
域や Asch(チェコの As). Selbもその領域に帰属していた. 14 C半ば，政治的領域の崩壊によって，
1569年後はその大部分はザクセン選常侯領に入った.
ドイツ人が定住するl誌のフォークトラントは大部分森林で覆われていた.わずかに若干の部分がス
ラヴ系のゾルベン人によって居住されており，そこはプラウエン・エルスニ yツ周辺のGauDobna 
Schleitz周辺のGauWisenta， Greiz . Mylau・EIsterbergJ苛辺の地域などであった.代官支配以前にも，
12 Cにドイツ人の入植がみられたが，テューリンゲン東部・ Oberpfalz. Main-Frankenなどからの農
民であった.中世間墾地域には， とくに東部と南部の相対的に標高の高いところには，林地持分村
( Waldhufendorf)が特徴的であり，他方中世以前の古い居住地域には，広場付(Platzdorf)・路村
( Strasendorf)・列状広場村(Strasenagerdorf)が多く，孤立したところには袋小路村 (Gassendorf) 
もみられ，グーツ集落(Gutssiedlung) も分散分布している
高度が500~600m で，割合交通の障害になるものも少なかったことから， Vogtlandは中心都市プ
ラウエンを中心として，各方面への通過地域で、もあった.中世以来，各方向へ交易路が開けていた.
近代になって， 1846年に東はライプチヒから Reichenbachへ 西はバンベルクからプラウエンへ1848
年に鉄道が開通した.両方の鉄道を結ぶのが難題で， 2本の大きな鉄道橋によって， 1851年に両者は
結ばれた.ザーレ川の支流WeiseEIster )1のさらに支流Goltzsch川に架かる Goltzsch tal bruckeは，
I<eichenbach西 4km， Netzschkauに北擁するところにあり，長さ574m，高さ78m，3段の81の煉瓦造
りアーチで支えられ， 2，600万個の煉瓦で出来ている. I日ドイツ連邦鉄道の傑作で，列車内や
Vogtlandの観光パンフレットには必ず登場する鉄道橋である. 1851年 7月15B，ザクセン皇太子ア
ルパート列席の下に開通式が執り行われた. もう 1本のWeiseElster )1に架かる鉄道橋は，プラウ
エン北北東 7km， Jocketaにあり， 2段の煉瓦のアーチで支えられ，ザクセンとバイエルンを結んで、
いる.今日では，アウトバーン A72のエルスター)1橋も改修されてJホーフからケムニッツ・ドレス
デン・ライプチヒを永吉んでいる.
交通至便なフォークトラントには臨工業が発達した. 17 Cには自家消費量を超える繊維工業が発達
し，遠隔地へ輸送されていた.プラウエン・ Falkenstein. Auerback . Elsterberg . Oelsnitz . Treuen 
などの綿織物業， Reichen bach . Lengenfeldの機産業などがそうであった.今日でも繊維工業は主要
な工業部門であり，キibや毛の紡績・織布，下着・カーテン・レース(プラウエンのレースは世界的に
有名)，ジュータン・布加工品などが生産され，化成繊維や既製服も生産されている.第二次世界大
戦後は金属工業が発展し，工作機械・印刷機械がプラウエンで 変圧機がReichenbachなどでつくら
れている.
2. 楽器工業の起源
Vogtlandの楽器工業の中心は Markneukirchen[マルクノイキルヒェン]町で，工業のルーツはポ、
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ヘミアでの1]:カトリック教化 [Rekatholisieru問]にともなって，プロテスタントのザクセンへ楽器
j搬入を含むボヘミア人が]650年頃移住して伝えた といわれている.マルクノイキルヒェンおよび
フォークトラントの楽器工業についての文献の1:1]で， Kurt Kauertの1969年，ポツダム教育大学歴史
学二哲学学部へ提出されたと主位論文 11]9世紀中葉})、昨の変化をとくに考慮した フォークトラント
楽楽器工業の成立・ 1地・構造』が， 1設も権威のあるものである.版本のコピーが1l1~ 者IS 1くlingenthal
のIJT"Jil主!書館にあり，特別の好意で持ち出させてもらい，主安部をコピーした.以下はそれを中心に，
若干の他の文献の記述を混じえてまとめてみた.
Plボヘミアのバイオ 1)ンは北イタリアで16C 末に成立した I~I] 1 1J:i'I~ な， Ficlel (ノてイオリンのJJfl!J;~! で，
小さな弦楽器.ルネッサンス・ノて口 yクHJにも用いられた)・ Viola c1a braccio・Lira(リュート)な
どがそのJlf(ls~! であった.最初jの弦楽器の製作者は， Gasparo c1a Salo (本来は Bertolotti，1542-1609) 
で，ブレ yシァのバイオリン学校の創設者であった. Anclrea .Amati (1535-1611)はクレモーナの
学校を創設しその後 Nicolaの下で，ロンバルジアのバイオリン製作はその頂点に達した.
北イタアでの15・16Cのリュート製作所には，かなりのドイツ人，特に Fusenからも参画し，バ
イオリンの原初形態のリュート， ピオラ， ビオラダカンパなどを作っていた.バイオリン製作が急に
発展するのは，音楽史上の社会経済的理由からであった.一つはバロ yク期の宮廷の豪華な催しであ
り，二つは経済的に力をつけてきた市民の表現力の向上で、あった.また， 17 Cにはイタリアで新しい
音楽形式であるオペラが成立し， 1可時にオーケストラと室内音楽の発達があり，楽器の技術的完成度
の向上が望まれるようになった.弦楽器はオーケストラの中では，主役を演ずるため，吹奏楽器以上
にとくに技術的な成熟が望まれた
郡者ISKlingenthal (クリンゲンタール)にr持東方向でi持接する Graslitz(J見チェコ Kraslice)には，
1631年に 1人のバイオリン製作者がし 1たことは文献で分っている.彼が他所からその技術を導入した
のか，自らの発明なのかは13)1らかではない.独自の発明という説と，ザクセンのフライベルクから導
入されたものである， との説もあるが， 17 C中葉以前のバイオリン製作地は，畢党ハプスブルク家支
配地域であり，インスブルック近くの.Arzlで，すでに1460年にリュートが， 1570年以前に弦楽器が
製作されていたことなどから 1くrasliceのバイオリン製作は，宗教難民との結び付きに起源があると
考えるのが定説化している. 1654年に 1人のバイオリン製作者がiくrasliceにいたことは{確かで、あり，
15年後には少なくとも 8人となり， 1669年にはギルドを結成している.
1648-1677年の間には12人のボヘミア人バイオリン製作者がザクセン選帝侯領へ移住し，移住先は
クリンゲンタール・マルクノインキルヒェン.Schoneckであった.彼らは1677年にマルクノイキル
ヒェンでギルドを結成した.ボヘミアでの再カトリシズムが強イとされるにつれて難民が増大し， 1669 
年にバイオリン製作者ギルドがKrasliceからザクセンへ移転してきた.マルクノイキルヒェンのギル
ド構成員の多くは，恐らくはボヘミア内部から来たと推察されている.
フォークトラント最初のバイオ 1)ン製作者は難民の GeorgSchonfelclerで，クリンゲンタールの
1647年の封土台帳 (Lehensbuch)には Backerと記されている.マルクノイキルヒェンには半年後，
i設初の難民バイオリン製作者がしEたことが記されている. Schoneckでは， 1672年に最もりのバイオリ
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ン製作が記されている. 18C前半にはバイオリン製作は Schonbach(現チェコのしuby，マルクノイ
キルヒェン南東に接し， 8km 離れている)でも行われるようになり，のちの生産地への第-歩が完
了した.
これまでの記述を経理すると バイオリン製作の成立は:
iくraslice[GraslitzJではjlfくとも163]年(ギルド結成は1669年)
Klingenthal は1647 ~1三， )1主くとも 1669~i三(1716年)
Markneukirchen， 1652~i三 (1677年)
Schoneck， 1672:9三
Luby (Schonbach)， 1723:11三
Markneukirchen [ι14kmのAdorfには1625年にオルガン製作所が設けられていたが，その後の楽器
工業の発達には何の影響も与えていない. Luby [Schoneck] のバイオリン製作は恐らくは
Markneukirchen 1明から導入されたものらしい.
3. 楽器工業の発展
1357年に都市桜を与えられた比arknellkirchenは交通条件に恵まれた位置から，バイオリン工業も
発展した. 15km束の郡者1$1くlingenthalは， 1716年にバイオリン製作者ギルドが結成され， 18C中葉の
マイスターの数がMarkneukirchenよりもそれほど少なくはないのに， 19 C 初頭までは楽器のIUTとし
ての発展は緩慢であり むしろ鉱山と林業のIlJの色彩が強かった. Schoneckはバイオ 1)ンのIUTとし
ては余り発展せず， Markneukirchenヘバイオリンを供給する従属的地位にあった.
製品は行路によって販売され，使用する部品や材料の多様化にともなって商人層が71三成され，ギル
ドイj/0生産体flJlJが壊れていった.量産体制に入ると質が低下し rフォークトラント製品J とは低品質
と同義誌であった.バイオリンの最重要部分のいわゆる「響r!毎日向 (Korpus)J はVogtlandで製作され
るのではなく，今日のチェコの Luby(Schonbach) とその周辺で作られるように立地移動していた.
古い Vogtlandのバイオリン製作家内工業は，現実には単に部品組立業で、しかなかった.
Klingenthalは一時期強大な Marknellkirchenへの部品提供者であったが，割合独立的であった
材料となる木は17Cと18C前半は国エルツゲピルゲLlJ脈に豊富にあった. 18C後半になると，材料
は不足気味となり 1750年頃には響i鳴板はボヘミアの林やバイエリッシャーヴアルトから移入される
ようになった. 19 C初頭以来 外国産木材がいくつかの部i弘には多く用し Eられるようになった.
バイオ 1) ン取引の増大，運搬業の発達，楽器工業の確l~l たる伝統などにより，他種類の楽器工業を
発生させることになった. 1720年 Markneukirchenの弓製作に30年遅れて 弦の製作が始まった.弦
と弓の製作はバイオリン製作者と蕗人から望まれていたことで，弦楽器製作の完成のためには不可欠
のものであった. 19 Cには弦と弓も独立した商品となり 地場需要を凌駕するほどまでになった.
1777年 Markneukirchenの弦製作者はギルドを結成し，ザクセン侯国に保護法を求めた.弦生産の拡
大によって地場の羊)J基は不足し， 19 C前半には組織的に商人ルートで，デンマーク・イギリス・ロシ
アから羊腸の輪入が行われるようになった. 19 Cには Klingenthal地域での弦生産は相当の量になっ
26 
たが，弓の生}産:主Eは畢党M刈4ιどa訂1
1凶8CI中千ヤコ葉には Ma剖訂!γ-k七lη1eukilれrc山h児1el白印nで、吹奏楽器の製f!作/1乍iド2がわ行二われ， バイオリン販売ルートに来って販売さ
れていった.その製作技術はJ8C末から19C 前半にかけて完成されていった_ 18 C末には吹奏楽器は
AdorfとiくlingenthalJ也j或でもささ{乍され始めた
援弦楽器はドイツでは 18C末ヴァイマールの公民夫人が，イタリア旅行からギターのような楽器
をもち帰り，作らせたのが始まりと伝えられている_Markneukirchenの指物nil[家具j搬入]の息子が，
ヴイーンでi搬入としてギター製作を勉強したのが， Vogtlandのギター製作の始まりであった.当初
製作者は指物師であったが，新しい収入源となるため，バイオリン製作者も手がけるようになった
IUTのギルドは指物師がギターを作ることに反対したが，ギターの販売はirf人に大きな手i仔I在をもたらし
たためにそれを阻止ーすることができず ギターの製作はギルドの崩壊を喚起することにもなった.
ギターに遅れて50年， 1850年頃， Schoneckの楽器製作者の息子ーがやはり Wienの職場で溜ったチター
の製作を始めた.これら新しい楽器はより高い収益を求めて計画的に導入されたものであった.
1830年頃， Klingenthalに最初のハーモニカが製作されたが，当地の商人が旅路で見つけて導入し
たものであった.約20年後，アコーデオンがiくlingenthalに導入され，il!'，党当地のみで、生産され，わ
ずかにチェコの Iくrasliceで生産されるに過ぎなかった.ハーモニカ製作は Klingenthalで事情を一変
させ，楽器工業が経済において第一の産業となっていった.
楽器販売方法にはこつあった.①は伝統的な行商形態によるもので，商人のルートは決まっており，
ポーランド・東プロイセン・スウェーデン・デンマーク・オランダ・前回ドイツ・フランスなとごへ出
かけ，運搬手段は手押し車であった.②は19C中葉ーまで完全に消滅してはいなかったが，18C 以来成
立したより新しい形態で 資本主義的卸売りであった.商人が重要なメッセや市場で、臨J12を売るもの
で，大抵は自分の荷車をもっており，大きな市場のある 1汀には様々な代理応を置いたり，一部は外i雪
にi駐在所を置くところさえあった.
19 C初頭には Vogtland，とくに Markneukirchenには多数のi問屋があった.問屋はますます輸出を
志向し， 19 C中葉にはアメリカがVogtlanclの楽器の最大の輸出先で、あり ，20Cへの変り目以来，ア
メリカがこの地に代理領事を置いたことは，玩具のlIfJSonnebergと似ている_ 1851年にはホーフー
プラウエン -l~eichenbach 1AJに鉄道が開通し，ライプチヒやj毎港ハンブルク・プレーメンと結ばれる
ことになった.
1860年頃，フォークトラントヱ茜ボヘミア音楽楽器産業は完成し その主要部分は弦楽器・援弦楽
器・弦・弓・木管吹奏楽器・金管吹奏楽器・打楽器・ハーモニカ・アコーデオン，さらに様々な部品
工業ーなどであった.楽器製作が行われている範囲は450km2，ザクセンとボヘミア合せて約100の集落
にわたっていた.主要楽器生産都市としては Marlσ1eukirchen. Luby [Schonbach] . 1くlinge凶 1al. 
Kraslice [Graslitz]が挙げられるが， Marlくneukirchenの地位は抜き出ていた.
1862年ザクセンに職業自由権が導入され，ギルド的規制jが撤廃され，新たな地域分化が進行した.
Marlくneukirchen・Luby地区では分業も社会経済構造も不変であった. Markneukirchenの問屋は生産
と販売を支配し，続く数10年間，生産力のさらなる発展と生産関係の変化を阻止してきた.
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Markneukirchenの生産の中心は弦楽器と按弦楽器であり 周辺部は部ifh製作の域に止まっていた
ノてイオ 1) ンの主要部 i完i で、ある体[響I!!~] JlI司 (Korpus)はほとんどがいbyとその周辺で生産されてい
た. Vogtlandでは分業化がますます進んだため，体制の生産はほとんどなくなってしまった.生産
は家内:L業 I~I<J に行われていたが チターと羊)傷生産は19C 末と 20C 初頭に工場~I~ に行われ始めた.
i段IW!JJ!)Jには弦楽器と後弦楽器は工業化ができずに危機を迎えていた.吹奏楽器も量・質の百iでボヘ
ミア(とくに Kraslice)に遅れをとっていた. I世界経済恐慌前には 吹奏楽器は全音楽楽器生産に占
める割合はわず、かのものでしかなかった.
Klingenthal地域では新しいハーモニカ生産に特化し， 1870年頃には全楽器就業者の冗以上がハー
モニカ生産に従事していた.オーケストラ楽詳の生産促進という政策にもかかわらず，それは成功し
なかった.ハーモニカは主に集中的に，アコーデオンは分散的に作られていた. Trossingen (南西ド
イツ，バーデン二ヴュルテンベルク州 シュヴェーピッシュアルフ。山地西部の小邑)のハーモニカ工
業と向じような，生産と資本の統合化には， Vogtlandのそれは至らなかったし，オーケストラ楽器
工業も i可様に，統合化はIJ~ く，それゆえに第 2 次大戦までには，技術的発展は停滞していた.
第三帝国時代には金管吹奏楽器の需要が増え 労働力はほとんど全てボヘミアから来ていた.
Kraslice地域は19Cに急成長し 繊維工業と並んで二大中心産業であったが，ついには楽器工業が繊
維工業を凌駕した. Vogtlandの吹奏楽器工業は， Krasliceへの部品供給に止まり， Krasliceは早く工
業 ÉI~生産体制をとり，販売部で、も Luby の家内工業とは対照的に独立性を保っていた.
上部Vogtlandの楽器工業は第一次大戦前にピークに達し，労働者数では1870年の 4-5倍となっ
た.ハーモニカ製作の労働者数は世界恐慌直前には50%以上も占めるようになった.援弦楽器製作者
数は弦楽器製作者数を超えた.吹奏楽器製作者は絶対的にも，相対的にも減少した.家内工業的にやっ
ている楽器工業は若者に嫌われ，後継者不足となり，労働力は老化し，とくに Klingenthal地域でそ
うであった.
生産量の増加にともなって地元の響鳴木は枯渇し ボヘミア・パイエ 1)ッシャーヴアルト・ティ
ロール・高東ヨーロッパなどから移入しなければならなくなった.弦・腸線 (Katgut)用の羊践は，
19C後半以降ロシア・中央アジア周辺諸思から供給され，さらにはスペイン・中近東・北アフリカ・
オーストラリア・南米などからも移入されるようになった.楽器工業はその用いる材料や部品が多岐
にわたるため，供給の揺でその時の政情に影響され易く，販売よりはむしろ原料確保の問題の方が深
刻であった.
第一次大戦直前には Vogtlandが世界の楽器生産の中心に成長し，その販路には19Cおよび20Cの
最初の20年は，アメリカ・ヨーロッノf・南アフリカ・インド・オーストラリアなどがあった. 19 C後
半には販売方法が変り，メ yセはそれほど意味をもたなくなり，代って直販方式が多くなってきた.
いくつかの留には，多くの商人やメーカーは販売センターを設遣していた.
第一次大戦後の楽器工業は大きく後退し，生産量・労働者数ともに減少した.小経営・零細経営で
のみ生産が行われ 技術的進歩は停滞した.
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4. 社会主義時代の楽器工業
1945年，第二次大戦が終り， 1919年来ドイツ[ドイツ氏主共和国ニ DDl~J が成立すると大きな変:.'1'，:
が行jっi1-tこ
① I/Jj主の排除と人民所有・半国営・組合経常の形成
② 生産の統合によって，技術向上を [~I る.
③ 楽器製作の科学的恭能の創設
④ 新規市j誌の計1m(]<J I対抗i と，統一I']~職業教育の係立と後継者の育成
その過程で，コメコン経済体制の iごでの国際的分業経済の中で， Vogtlandの楽器工業は大きく躍
進した. 1964/rf三Vogtlandの楽器・楽器部Jili・楽器関連工業412企業のうち， 5が人民所有， 43が半i童
話 31が私営企業， 8が職人生産組合， 325が個人戦人であった. 378 が KlingenthaI1~) ， 34が
Oelsnitz 1)にあった.
楽器工業部13J;JIjでは，アコーデオンが最も大きく (52.7%)，次し 1で弦・援弦楽部工:業が20.6%であっ
た.後の 2T'f[) 1"]はアコーデオンによとして社会経済的には遅れたものであった.それ以外にハーモニカ
(5.3% )・電子楽探 (5.4%)・打楽器 (0.8%)があるが 小さなものであった.
1969年当時，楽器製作地は20集落で， うち11はKlingenthal郡 (Klingenthal. Zwota . Oberzwota . 
Markneukirchen' Breitenfeld' Gunzen・ Wohlhausen・ Erlbach・ Wernitzgrun' Landswist. 
Schoneck)， 9はOelsnitz1~) (Adorf' Marieney . Leubetha . Hermsgrun・Bergen. Sohl . Rohrbach . 
Radiumbad Brambach . Hohendorf)であった. 20集落のうち， Klingenthal' Markneukirchen . Zwota 
が楽器製作地として大きなもので，全楽器製作労働力の90%がこの 3集落に集中しており，
Klingenthalは61.3%，l¥1arkneukirchenは22.3%，Zwotaは6.2%であった.
Markneukirchen地域では畢覚オーケストラ用楽器と音楽玩具(アクセサリーを含む)が非社会主
義的個人経営で、生産されていた.他方， Klingenthal地域は，楽器の全部1]で、社会主義的・半面営企
業で行われていた.
Vogtland楽器製作412企業(1964年)の総労働者は7，831人(平均19人)であったが，これらの企
業は楽器以外のものも作っているので，総楽器製作者は約18%減の6雫416人である.この内訳は，
アコーデ‘オン 2、739 (42.6%) 木管楽器 394 ( 6.1%) 
ハーモニカ 712 (11.1%) 金管楽器 574 ( 8.9%) 
弓R子LコJ三エiヨ乙ユフ点Tて:ら会，一所口n 213 ( 3.3%) 打楽器 51 ( 0.8%) 
弦・楼弦楽器 862 (13.4%) ヱ臼2二泊~12 干毛l一Lて Jヨて 266 ( 4.2%) 
弦 173 ( 2.7%) その他の楽器 362 ( 5.6%) 
lラ 70 ( 1.1%) 
全楽器従業者の98%はKlingenthal郡に， 2 %は Oelsnitz1~) に住んでいた. Klingenthal郡では楽器製
作に従事している者の割合は全就業者の30.4% 全人口の15.6%を占めていた.労働者の流入通勤は
少なく，ほとんど地元在住者であった.ハーモニカ工業は家内工業的に広い範凶で行われていた.女
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子の徒弟は男子ーよりも少なく，軽い労働が多かった
販路は東・南東ヨーロッパ向けが多く，次し 3で古い rlïj~ÎJである ï!1î ドイツ・イギリス・スカンジナピ
ア諸国であった(表 1). i愉出品の半分はアコーデオンとハーモニカで，輸出の%強は資本主義ml古j
けであった.社会主義諸i認の楽器工業は，チェコスロヴァキアを除くと，国内向けであり， ドイツ民
主共和国 (DD1~) が最も多械な製JILl を生産していた. ]950・1960年代の好景気により， Vogtlandは
貧乏地域から最も生活水準の高い地域へ変貌した.
5. 東四ドイツ統合の影響
コメコン経j斉体illJのj寄り泉によって市j揚が失われ， !坂路がなくなって労{動市j揚が縮小した. 1日コメコ
ン諸国への販路を新たに!日 ï~ï ドイツなどへ開拓しなければならなくなった.
1990年の聴き取り調査によると，労働市場が「狭くなった」と答えた経営者が52%，i変化なし」
が48%，iむしろ広くなった」が7%であった.誠j主と販路状況の変化に関しても i市場がなくなっ
たJ カ{56%，iそんなことはなしりカQ4%， í市 jj主治{l~奇かれたJ カ\'4 8% ， iそんなことはなしりカ¥'52%
であった.かつての人民所有企業 (VEB)が有限会社 (GmbH)に民営化されたが，多くは私営の手
工業であったため 経営組織としては変化がなかった
連邦経済省が構造的不況経済地域の調査にお金を出し，楽器工業の里 (Musikwinkel) の
Iくlingenthal郡については，ライプチヒにある SCG(St. Gallen Consulting Group)なるシンクタンク
が1990年に調査を行った.その報告書の中で，ケルン音楽大学の学生は Musikwinkelの位震について
第 1表 ドイツ民主共和国の楽器および音楽玩具の輸出(1963-]967年)
i豆j ~I 輪出額 総輸出額に占める割合
(TVM) (%) 
ソ述 81.345 33.6 
ブルガリア 21，097 8.7 
西ドイツ・西ベルリン 18、874 7.8 
ポーランド 18，283 7.6 
ハンガリー 11，732 4.8 
イギリス 9，906 4.1 
ハンブルク経由の輸出 9.862 4.1 
ユーゴスラヴィア 虫、561 3.9 
ルーマニア 6.946 2.9 
スウェーデン 6，610 2.7 
デンマーク 5、474 2.3 
ノルウェー 5，169 2.1 
オランダ 4‘761 2.0 
チーェコスロヴァキア 4.384 l.8 
フランス 3，840 l.6 
その他の国 23，907 10.0 
総輸出 241， 751 100.0 
Kauert (1969)による.資料はDenusa
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はう~IJ らず，調査を受けた経営者会員が，お存は Musikwinkel がどこにあるか，なぜそう呼ばれている
かを，説明しなければならなかったと答えるほど， Vogtlandの楽総工業は!日凶ドイツ.EU諸国には
知られておらず，楽器の売り込みに苦労している.III~ 界市j誌で、の競争相手はチェコ(とくに金管楽器)・
!日西ドイツ(金楽器)・極東(El本・斡国，金楽器)・アメ J)カ・スペイン・フランス・イタリア(援
弦楽器・弦楽器)である.
] .チェコ・板東からの楽器は Musikwinkelのものよりも安く供給され，
2.販路は競争ーによって決まり，専門邸宅t(ヤマノ¥)は Musikwinl日iから競合する製品は購入しない
手工業経営にとっても，例えば手工業経営者の共同組合である Migmaにとっても， L児存の販路に
乗せることはむずかい.さらに Musikwinkelが知名度が低いことが，よりむずかしくし，競合相手に
劣ることになる.それゆえ， Musikwinkelにとっては，二つの日襟が有効で、あると考えられる.
音楽に関心を持つ鋭光客に 音楽的には素人ではあっても 数世紀にわたる伝統ある
Musilくwinkelに興p未をもってもらう.
2. 職業音楽家・オーケストラ団員・アマチュア音楽家から吹奏楽団・伝統的楽団に主るまでの音楽
専門家に知ってもらう.楽器の高品質が，これらの人々に導入される動機となるはずである.個別の
音楽家が，個別に調製された楽器を求めるはずであり，事実，手工業者のところへは III~界的な演奏家
が楽器の注文や修理に来訪している.
弓製作以外の楽器製作企業は，ドイツ統合による市場経済への移行にともなって，マーケティング・
販売.PRなど全く経験のないことを強いられ 版路は突然、全くなくなってしまった.現状を経営者
たちは，時間の問題で，市場経営をマスターするまでのi調会ltであると考えている.
大きな問題は Musikwinkelの地名度の低さはあるが，統営者たちはメ yセにLU，'dJし，地l;glを携わー し
てMusikwinkelの売り込みに努め，地域ぐるみのマーケティングを展開している. DDIと時代のダン
ピング価格とそれを取り扱ってきた DDR商人の体質が今自ではマイナスに働いている， と土地の人
たちは考えている.
班 楽器工業の現況
1 .楽器工業の中心地Markneukirchen
Marlくneukirchenはドイツ連邦共和国，ザクセン州.1くlingenthal~m (人口31，892，]993)にあるIlJで，
人口7，612(1993.9.30現在)，面積2、200haである(表 2). IlJの中心部は東から西へ流れる Wei品e
Elsterの支流Schwarzbachの刻んだ谷間に発達し，標高は500mほどで，市街地の北部・南部は600m
ほどの丘陵となっている. 1952/53年に，四i捺の Siebenbrunn，rl号i持する StrassalとSchonlindを合
併して，面積は2，200haで， うち875haが既成市街地となっている.
プラウエンよりチェコ北西部へ通ずる鉄道駅の Adorfから25kmパスで東へ入ったところに中心部
がある.国道 283号がAdorfから Klingenthalを通り Reichenbachへ通じている. 1274年に
Waldhufenflur (林地持分耕地の意)として文献に現れ， 1357年に都市権が与えられた IlT役場のあ
る問角形の広場に 都市格ーの特権を忠わせるものが感じられる. 18Cになって東西方向の谷筋に沿っ
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第2表 Klingenthal ~il\の 11fT村の人口
A 1ごi
， ? ?
?
???
Landwust 
31.12.1992 
31，981 
1，777 
202 
1.491 
1 .797 
339 
7.666 
1.016 
207 
3.317 
2.042 
354 
1，773 
30.09.1993 
31，892 
1、769
196 
1.491 
11、636
339 
7.612 
1.005 
208 
3‘302 
2.240 
348 
1. 746 
(1くlingenlhal~話役所)
Kreis Klingenthal 
Erlbach 
Gllnzen 
]-Iam merbrucke 
Klingenlhal / Sa. Stadl 
Markneukirchen. Sladl 
Morgen rothe.]<all ten kranz 
Schilbach 
Schoneck / Vogll.， Sladl 
Tannenbergsthal / Vogll 
Wernitzgrun 
Zwola 
て，ill3方 Adorf方向，北東方 Schoneck方向，東方 Wohlhausen方向へ市街地の形成が行われた.小さ
な農業市民都市とその経済構造は三十年戦争(1618-48)後 ボヘミアからのバイオ 1)ン製作者や難
民の流入によって大きく変化した.
Adorfからの分岐鉄道は東の郡都iくlingenthalまでは Zwotental経由であった. 1875年に
Siebenbrunn釈が開設され， Markneukirchenの楽器は荷車でSiebenbrunn駅まで運ばれ，鉄道で出荷
されるようになった.そのためIlJTは1800年以来 Siebenbrunnからの分岐鉄道を要求してきたが， 1909 
年になって漸く Marlくneukirchenを通り， 1911年に Erlbachまで開通した.
20C への変り目 ~j、来，アメリカが当地に代理領事を置いたことは 輸出志向型の楽器工業の力を示
すものであった.
チェコと IB東西ドイツ国境に近いことは，二重の意味で「音楽の11~ (Musikwinkel) Jの中の「音楽
のUfJ(Mllsikstadt)J として特色あるIlJであった.統一後は Erlbachへの分岐鉄道は撤去され，鉄道
のない町となったが，医療・商業・サービス・文化の面でも中心地であり，外へ働きに出る通勤者は
少ない. 15km東の郡都 Klingenthal(人口11，636， 1993 )に次いで、郡内第 2の町である.郡内の田]牛す
は3IlT 9村ー からなり， 3 !lJとは Klingenthal. Markneukirchen・Schoneck(人口3，302)，最も小さな
村は Gunzen(196) とSchilbach (208)である.
1990年，約 7，100人の人口のうち 92.0%，6，530人がivlarkneukirchenに住み， 4.9% 350人が
Siebenbrunn， 2.3 % 160人がSchonlind，60人がStrasselに住んでいる.人口は減少気味で， 1975-90 
年の15年間に15%減少し， 1992-93年の 1年間に54人減っている.これは自然減・社会減両方の理由
と考えられる.
住民の77%は30年以上も Marknellkirchenに住んでおり，うち50%は少なくとも50年は当地に住ん
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でいる. しかも92%の人が少なくとも30年は向ーの建物に住んでいて，社会的モピリティーは低く安
定している.住居の60%は私有で、ある.ft}ii;ーは小さく60112未満が47%，80mL})、下が69%もifiめており，
部屋数では86%が4部屋以下である.暖房は96%が佐jl交で、あった
人口7、600となると それなりの中心地機能をもった施設があり 学校・障害児学校・笑業学校・
iReinhold GlierJ者楽字:校・幼稚Ilf. 1長Wfe. 内科郵{史);~・イ三泊三三万ì( ・ 1ミm ・銀行・税3}lt 一二iご・ II;J~
i函館などのほか，スポーツ施設6，ホテル・旅館15などがある.
2. 楽器工業の構造
連邦統計年鑑(]993)によると，ザクセンナ1'の人口は1991年 6月初日現在で472万， Klingenthal1l1~ 
は3.3万 (951.5万，女1.875)，人口密度は140人/kn/で、あった. îjl~の就業者数18 ， 800人(人口の59%) 
のうち，工業就業者は10、970人(全就業者の58.4%)で 1-，]同ドイツの工業就業者平38.3%よりもは
るかに高い工業就業率を示している
18司800人の就業者の内訳は，
楽器工業
金属・電子工業
繊維工業
6‘200人 33.0%
1.370 
1、340
7.3 
7‘l 
商業
'1IIc'l¥'_-
}j~三分ミ
1，220人 6.5%
970 5.2 
で，楽器工業が非常に大きな 1~~の産業である事を示している.
近隣のプラウエンの労働者管区内の失業率をみると， 1994年 6月は iくlingenthalサーピス所は16.3%
で， Reichenbachの17.2%に次し 1で高く， :i三二i豆内の平均14.3%よりも 2%高い.主力の楽器・繊維工
業はともに旧東ドイツでは不況業種である.
Markneukirchen IlJーには1990年208の工業・手工業経営があった.その内訳は，次のようである.
楽器製作工業経営
その他の工業経営
(キJ:/:守主主)
4 
8 
建設業経営 2 
食品手工業経営(J~ン屋など)1)
建設関連手工業 25 
(キb討を女)
サービス手工業(J末j主など) 35 
金属力!仁I~手工業 19 
楽器手工業 61 
その他の手工業 43 
(Maier 1991) 
工業経営 (lnclustriebetriebe)とは従業員20人以上を，それ未満を手工業経営 (Handwerksbetriebe)
と呼んでいる
経営の創業年代をみると， 31 %は1900年以前， 22%が第二次大戦前，合せて53%が第二次大戦前の
創業である.第二次大戦からベルリンの壁が崩壊した1989年1月9Bまでの時期も41%と多く，それ
以降は 6%に過ぎない.それゆえ技術状態も老朽化しており，使用中の機械の45%は1945年以前のも
のである.設備を更新したいが，売れ行き ~!H~ と資金不足がネックとなっている. Markneukirchenで
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は下請[子]企業は少なく， 81 %が主経営 (Hauptbetrieb)であり，下請があっても割合近く (20kmま
で)にある.主経常一下請経 1芸j係は， KlingenthallH]牟に多い.経営の60%は従業員19人以下で， 20 
~49人は 11% に過ぎない.従業員上 000人以上のものは一つもない.
年生産額百Ijでは 25万 ~50万 DM (約 1 、 750万円 ~3，500万円)台が32%と最も多く，次いで25TJDM 
未満が19%である. 100万DM (約7 、 000万 P~j)以上の生産をあげ、る企業は約バ (36%)である.逆に
10075-DM未?litが 6制占めていて，零細・ノト経営が主体で、ある.労働者 1人当りの生産額は工場工業
よりも手工業の方が大きい.
2司682人の就労者のうち， 61 %が男， 39%が女である.その質は高く 66名が熟練労働者で、あるのに
対して，未習労働者・研修i中労働者は19%に過ぎず， 12%が事務員， 3 %が経営者でで、ある.訪部誤1練が必
攻斐Cjななのは，特に金属加工業と楽器製作で、ある.全就業者数に占めるパートタイムの割合は19%にのぼ
る
Zwotaの楽器製作研究所(有限会社)Institut fur Musikinstrumentenbau GmbHが1993年 3月15日現
在で行った調査 rMusikhandwerkund-industrie im Vogtlandischen Musikwinkel Markneukirchen / 
KlingeuthalJによると，企業数・音1)ヨIJ・従業者数は次の通りである(表 3). 
楽器関連企業131の総就業者は952人， 1企業平均7.3人であるが従業員 l人の企業が60(45.8%)， 
2人の企業が28(21.4%)で，極零細企業が7害IJも占めている.部門別企業数では木管楽器 (22社)， 
金管楽器 (21社)，弓 (18社)が多く，就業者数でも金管楽器 (244人)，木管楽器(161人)，ハーモ
ニカ(147人)が大きなものである.従業者を地区別にみると Markneukirchenが73.8%，1くlingeuthal
第 3表 Vogtlanclの楽器工業部門別従業者数と企業数 (1993年)
楽器工業部門 Markneukirchen 1 Klingenthal2 従業者数 企業数
Iづ 25 25人 18 
弦楽器 20 20 14 
挺弦楽器 22 10 32 12 
弦・援弦楽器 92 92 
木管楽器 154 7 161 22 
1i.t タlヨn:ユ苛白て~r，if 244 244 21 
~ふ-)ァ 14 3 17 3 
ハーモニカ 147 147 12 
ケース[サック] ・入れ物 20 18 38 7 
苦I)il品 17 17 7 
電子楽器 45 45 
その他 95 19 114 13 
川 73.8%)I 249(26.2%) I 952 131 
1 Markneukirchenには Adorf.Bad Brambach. Breitenfelcl. Erlbach， Eubabrunn. Gopplasgrun. Hohendorf. Rohr-
bach. Schonlind. Schoneck. Siebenbrunn. StraseL Wernitzgrun. Wohlhausenの集務を含
めである
2Klingenthalには Morgenrothe-lxautenkranz. Zwotaの集落を含めてある
(Institut fur Musikinetrumentenbau GmbI-l) 
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が26.2%で， 3 1の割合で Markneukirchenが楽器工業の中心地であることを示している. しかも
Klingellthalはアコーデオンを合むハーモニカに特色があるのに対して， Markneukircl日nでは金作・
木管・弦楽器のいわゆるオーケストラ楽採に特色がある.就業者数の大きなものを挙げ、ると，
Vogtlandische MlIsikinstrumententcnfabrik CmbH 200人
( Markneukirchen，金管楽器，サキソフォン)
MUSIM.A Musikinstrumenten-Manufaktur CmbH ]32人
( Markne比 irchen，:j;創立・弦楽器)
Har ] 04人
( Klingenthal，アコーデ、オン)
Holzblasinstrumentenbau CmbH 50人
(Maγkneukirche凡木管楽器)
Klingenthaler Musikelektronik CmbH 45人
( Klingenthal，オーケストラ用品・屯子当~-;{i~) 
CEWA CmbH Mllsikinstrllmente-Etui-uncl Taschenfabrik l'v1itlenwald 32人
(Adorf， ;ヲ・ケース.llJ乏)
C.A.Seydel Sohne CmbH 30人
( Klingenthal，ハーモニカ)
Schreiber & Sohne Nauheim Procluktionsstatte Erlbach 27人
( Erlbach，木管楽器)
製品の原材料‘の供給者は原材料の加工の程度によって若干異なるが(表 4)，地元 Vogtland で 2~
3割，ザクセンナト!を入れても 3~ 4 t礼他方 IEITJ_l:j ドイツからは 3~4 制，外i歪を合めて 4 ~ 5寄IJであ
る
製品の販路は地元 Vogtlanclへは35%，ザクセンナHを含めて口元， 58%は白川以外へ出荷され， I日
間ドイツ (20%)と外国 (20%)へは 4害IJで、輸出率が!高し¥
3. 楽器工業の現況
SCCが1990年に47企業への質IUJのうち， 34は手工業企業， 13は工業企業(うち 3はドイツ信託公
第4表 [¥-1ar k neu k i rchen の楽待~r:業への原材料納入業者の所在地(1990年)
加u:のぞn支 Vogtlancl Sachsen それは外の!日東ドイツ !日iLYドイツ 外!主!
Hj~ 料 23% 12出 25% 30% ]0% 
材料 32% 10% 32% 26% 
r-ili~ il¥ 26% 19% ]0% 40% 5% 
その他 19% 19出 12う4 38% 12% 
(Maier 1991より)
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社管理下)であった.かかえる問題は株々である.
(弓)
受注は好調である .iI111質は上から桜J二にj主しているため，フランス・!日間ドイツなどとの競争も問
題とはならず，その上，弓は消耗品で、あるため，規則的に注文が得られる.
(木管楽器)
ブロ yクフリュート[リコーダ] ・クラリネ y トは若干のマイスター楽器と向械に，受注が好調で
あるが，他方 Bohmflote，ピyコロのような木管吹奏楽器は，大きな販売難に苦しんでいる.極東・
フランス・アメリカからの競争が激しく，修理程度の注文しかない.とくに かつてのoor<のダン
ピングfil格政策がもたらした木管楽器のイメージダウンの被害は大きい.
(金管楽器)
金管楽器製作は最悪で， Krasliceのチェコ金管楽器工業の攻撃的な価格=販売政策は， I日西ドイツ
での販売を|君主ltにしている.さらに極東からの新たな競争があり 適度な品質の生産性を安い価格で、
提供し，綿密な販売システムに対して Musikwinkelの手工業者らは対抗手段が全くない.
(完封玄・弦楽器)
製品によって状況は異なっている.援弦楽器の販売は満足できるものである.修理だけでは定期的
な販売とはなりえず， I~I定客がいるわけでもない.適切なマーケティングなどは多くの手工業者にとっ
ては，過剰期待である.その上極東からのみならず，フランス・イタリアからの強力な侵入競争があ
る.
弦楽器はやや好調であるが やはり外国のブランド名をもった製!完との競争は厳しい
(その他の製品)
ピアノ製作者上部品 4，オルゴール 1，チター 2，工芸ろくろ 1，アコーデオン 1，清算業 1， 
桶業 1，ハーモニカ 1，請負業 1など様々で，いずれも販売難の問題をかかえている.楽器製作者へ
の部品供給者は，引き合いが少なく，他の業者への供給もままならず，かつての東の市場とは縁が切
れたままである.
Migma (Meisterweγkstatte des Vogtlandischen Musikinstrumente凶 andwerks) は，零細楽器製作手
工業者の組合であり，楽器系材料の購入と製品の宣伝・販売を担っている.高度な技術をもっ手作り
の楽器のfil値を強調してはいるが，担当する人材と DDR時代の独占的生産販売にともなう弊害から
抜け切れてはいない.
Migmaの宣伝パンフレットに見られる文字は:
Klingende 1くostbarkeiten
aus der 
Musikstadt Markneunkirchen 
Klingende Qualita 
、 ，??????? ??
??
??
?
?、?
?
??
? ??，??、 ，????
、?
????
? ?
? ????
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-Bogen fur Streichinstrumente -
-Zupfinstrumente -
-Blasinstrumente一
-Zubehor 
-Bestandteile -
An-und Verkauf 
Gespielter Streichinstrumente 
伝統的な Vogtlandの楽器工業の特色を物語っている. しかし，構成員の手工業者は皆が「重要な
組織であり，存続すべきものである」と忠つてはいるが， ~ïitij )込はしていない.ほとんどの手J:業者は
ミグマに次のような課題を期待している
①手工業者にとって， より有利な原材料ーの購入
①メッセへの援助と推進
③輸出の促進と実行
④パンフレ y トとカタログの配布
①手工業者にとって話し易いパートナー
⑤一般的マーケティングの課題(宣伝・市場調査)
外国の顧客との会話，通関用紙の記入，原材料購入など，どれをとっても Migmaは手工業者を満
足させておらず，有能な人材を組合にj雇う必要がある.
ドイツ信託公社 (THA)管理下の企業 4社は，皆異口i訂J1去に氏営化をのぞんでおり， 1992年に達
成された.これらの企業は半機械イ化ヒおよび
すべての製品は極束.イ夕リア.アメリカカか、らの競争争今にさらされている.賃金のi克し 3ドイツでは，税
の{憂過措置と合理化によってのみ生き残れるのであり， MUSIMA は民営化された.
あらゆるレベルの楽器工業に共通に言えることは， DDl< I時代のダンピングili絡が，製J51のイメー
ジを落としてしまっている.それゆえむしろ DDRが売ってこなかったところが今後の市場になり
うる可能性もある.移行期を来り切るためには 括波し資金の貸し/:Bしを，楽器製作企業は望んでい
る
4. 楽器工業の新しい動き
SCGの分析は非常に厳しく 他方パイロイト大学経済地理学二地域計画講座(J.Maier)の分析は
企業の経営分析よりはIlIT全体の発展計画に重点が置かれている.工場拡張の余地がなく，電話の通
信回線も十分ではなくインフラ準備が主要テーマであった.
市街北東端， Wohlh初日n・Klingenthalに通ずる国道 B283~1ヒ iWJ に，工業団地が造成され，既成市街
地の中から工場移転ををねらったものである.約16haの土地の起工は1992年9月 約650人の労働力
を雇用しようとしているが，現段階では500人強である.計画上の 1区画は1，000m2以上で、あるが，
起工式から 2年経って区画の80%が完封Ji斉みであり， 1994年春には金管楽誌の大メーカーである
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Vogtlandische M usikinstrumentenfabrikがJ設業を開始した.最新状況では，土地は楽器メーカーであ
るHolzblasinstrumentenbau Gn巾H. Metallblasinstrumentenbau Jurgen Voigt. Warwick GmbHや
Autohauser Acller und Wagner . MobeltischlelモiSchuller・FirmaHartmut Lull . Vogtland.Grabmal . 
Firma Grosslくopf，それにセルフサービスの自動車洗浄装置などに売却されている.これらの会社のい
くつかは，すでに存地_~I:I句に工場建設にとりかかっており， さらにその先は 敷地中の道路の建設しだ
いである. 目下道路下の下水管を北方の Breitenfeldへ通す工事がj並行中である.未だ線地状態で、あ
るが，やがて栽泊されるはずである.工業用地が~î.li市;になった IIJとには 北の方へ;通過道路を含めて拡
張されるはずであり そのためになお 3haの土地が予定されている
楽器見本市で、最大のものは，勾;春 Frankfurtam Mainで行われる Messeで，社界最大のものといわ
れている.そこで、名声を持することが 世界市J訪問拓にも通ずるはずであるが，知名度が低いため展
望は I~見けていない.ヴィースバーデンにあるドイツ楽器製作者連邦組合の楽器種類別lJIL~盟会社の所在
j也をみると， ドイツ内の他の産地が分かる(表 5)_ 
ドイツ全体の楽器工業の分布から分ることは ニュルンベルクェエアランゲンj説辺に巨大な産地が
あり， もう一つの集団はフランクフルト (Main)周辺とボーデン湖北側である. UJI間の森林の多い
小さなIJ(Trossingen・BaclBerleburgなど)にも楽器工業が入り込んでいるのは，玩具工業と似た
工業の性格を示している.オーストリアi君境に近い Mittenwalclのバイオリン製作などは，観光地で
もあって知名度が高く またハンブルク・ミュンヒェン・フランクフルト・ケルンなどの大都市に近
いところは，楽器使用人口の規模が大きいだけに 修理!などの点では若干有利な立地である.
'泡気教会オ}vカ'ン
ハーモニカ
木管楽~~
金管楽g~
青楽ソフトウエア
:ヨ楽玩H-
電子工学オーケストラ
rJ楽 6~ 太鼓のj主
5立 =J授リ主導2*~
iす1lJ:i品
(州 i側部品 ) 
然'rfヰミ
( :2:の舌 I=; .'[:l' ) 
楽6;'ノfイプ
(…台音i叉 f品i子?在ケー
ス
第 5表 連邦ドイツ楽器製作者組合)Jnml.会社の所在地(1994年)
Dit z j lg(>1} .1lei merd i nge/1 
Trossingell 1¥1川genlhal
Burgall I Srhwaben ¥1 iesbaden -Iliebrich 
Gelnhallscn Tubingen 
Ilcide / Ilolswin ~licllC lsladl 
~1a inz N("Juh(_'im 
Nauheim Burgau / Schwaben 
~!J rkt-Erlbach Bu，・日waldInduSlriehof 
¥vλIdkraibtll日 Lind‘HI Bodcll$~(' 
Hambtll且
~1a rkn ，>lI kirdlPn 
iごeuchl
i、rosslngell Diespcck 
Penzbrrg Bubenr，'ulh 
Markneukirchcn l3ubenreulh 
Langellsendelbarh l3ulknrelllh 
Erlallgcn. Tennen!ohe Gros.C('-rau 
Bubenrenlh Diespeck 
Lindau / !3oclc-nsc'c Nt't1S1剖1:uL /¥isch 
Langcnscnclel bach Bub，'nrcttth 
¥Vertheim / ~bin Geretsricd 
Wolfhagen 1¥‘tUh(>ili 
rros:singen 
Cdle 
Nauheim 
GerNsrIed 
N出 lheim
Diespeck 
¥¥'剖19en.Primis¥¥'eilel 
sad l3erleburg 
日ubenrculh
Eggolsheim / Neuses 
Nauhcim 
1¥auheim 
Dippcrz 
Markncukiγc!wn 
Isn¥' 
Markneukirchen Waiblingen 
Fuld3 Nauht-:.im 
~Iark nellk i rchen 
I¥arlsladl Vlotho-Exte， 
Gelnhallscn Wilstcdl 
Gcrelsried Gcrctsried 
LeIpzig Bremcn 
Grafelfing b_ M白nchen
¥' cisendorf-Kai rlindach ~Iillcn\\'ald 
¥V eiscndorf-Kairlindach Hamburg 
Wctzla， Michelsladl 
Freuclenbe，-g Bubcnr"ttlh 
Offenbach I ~13in Bubcnreuth 
Ein(> IniliativC' dt"S Bundじs¥'crbandder Detttschen 
Musik inSl rumcnten-II肘 slelれ eYより{乍IiX:
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5. 楽'~H:工業関連施設
楽器のIHJであるがゆえに， Markneukirchenにはいくつかのそれに関連した施設がある
楽保製作専門学校 (Fachschulefur M凶 ikinsl川 mente山 ω)
IHTを束iJlに通る AclorferSlraseにI(Iして:1ヒ1!Jの丘陵斜HIにある，ぃ:大な建物がそれで， 1中{桁な楽
総長Lj人から寄:H甘されたもの.正式名称はIiAngewanclteKUliSl Schneeberg.L Fachbcreich dcr Hoch. 
schul fur Technik uncl Wirtschaft Zwickau (FH) のAusenstelle Markncukirchen， Stucliengang 
M usikinstrumenten b凱 iである IUTの40km:1ヒ東 Zwickau i有京]5kmSchneeberg (ザクセン州ケムニッ
ツ県の1日¥人仁12.])]"，銀の産出で栄え， レース編みも盛んで，鉱山氏俗の成っている11]")に本部の
ある工業専門大学の分校で，木)i~J~ ・モードデザイン・楽出製作・繊維デザイン・繊維工芸の 5 つの専
攻分mf.をもっている. 1988年の創立で 修業年以は 4年で ]994年現在 Markneukirchenの楽器製作
分校には学生数18:rl (1)514，女 4)，近年は旧東ドイツの他の州からも学生が来始めている.学生宿
舎はなく，学生は個人で)号所を保している.カリキュラムは弓・バイオ 1)ン・綴弦楽器製作などで，
科学的にして， !長史的・伝統的楽.~.~製作の :m~論と実刊を行っている.学背目標は現実的にして理論i切
な知識の習得であり，卒業したIlj'tには最高lull質の芸術(l'-.)に製{乍された楽総を，科学的方法と知識をrc:，
用して設tj-Iしまた製作できるマイスターになる.その|尽に特に)]}~\がi泣かれている事は，工芸的J支
術が優れていることと践んで一芸術的にして美的要素と創造性を手工業的伝統を密般に結び付ける
こと-音響学的にして，音楽学的教育を深めることである.もう一つのl1i:}，~~は，歴史上貴重な楽誌を，
歴史的・文化的事{育に注意し，かつ芸術史的鋭点から修復する術を学ぶことである
教"之は分校長で奇楽と楽器学の Prof.Eberharcl l'vleinelの下 バイオリン製作の E.I<ichter， iヲ製作
のG.Paulus‘援弦楽器製作の S.Eichhornの 4名に，必要に応じて 8人の手工業マイスターと 10人の
上級マイスター，その他の非常勤講師が来議する.授業科目 (i-}・バイオリン・擬弦楽器製作)には，
専門教育，木彫/(ノ〈イオ 1)ンなどの)さお作り，楽器学，楽器製作史，芸術史//美学，社会科学，
苦楽史，音響学，材料学，専門スケ yチ/技術スケ yチ，楽器演奏， 1専物学などがある.学習修了時
には，次の学位が投与される.
Diplommusikinslrumentenballer (FH) -Bogenbau 
// -Geigenball 
// -Zupfinstrumentenbau 
入学試験は年 1回 夏学期jにあり 学~W開始は冬学ftJJ から.適性検査には(少なくとも 20の自分の
作品)， スケ yチ，学力，設計ーなどがある
楽器i専物館 Markne山 i川 len
市街南部に1883年 2)'J 24日に設立され，当初は 'Gewerbemuseum[産業博物館]Jと称していた.
1872年以来，産業組合が設立され 関心のある市民が集し 1 講演やIJ秘の催し物を行っていた.教師
でありオルガニストの Paul.Apian.sennewitzの呼びかけによってiJU.物館が設立された.当初博物館は
様々な課題をもっており，楽出製作の代表部として，ローカルな若し1!民保製作者の教育プログラムの
展示場として利用されていた. また1]"の名川ーとなるべく， また一般IJIl氏教育にも資することになると
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考えられていた. 1896{1三以来， JUJ司却はIlJイ干となり， 1887年には中国.El本・トルコ・アフリカ
米などからの楽慌をたくさん購入し 約2、700点の楽器を践している.それまでは分散して保護され
ていた展示物を現在の場所に統合した.現在のIL手物館の建物は1784年に建てられたバロック後期jのも
ので，裕富な工業家でi荷人である市民の家で，今日 IPaulus-Schloschen[ノfウルス小城J と呼ばれ，
記念物保護に指定されている
今日，国と商工会議所から助成を得て，地元の最先端の楽誌を展示するようにしている. 1959年に
来訪者が5万人/年であったが， 1973年には10万人に増え うち 2割は子供と若者であり，教育的意
味は大きい.現在は国経楽器1]与物館委員会 (CIMC11¥1)に登録され，全世界から来訪者が絶えない.
事実1994年8月上旬，調査i二!Jにアメリカからの若者がパスを仕立てて来訪していた.
楽器製作研究所
郡部 KlingenthalにT!_:iI持する Zwota村のi雪道283に沿っており， 1954年に設立されたもので，正式に
はlnstitutfur Musilくinstrumentenbau. DDI~ I時代には50人のスタップいたが，今日は10人しかおらず，
つぶされなかった方が不思議なくらいで，現在は登録協会 VogtlandischerForderverein fur ，Musikin-
strumentenbau und Innovation e.V. [フォークトランド楽器製作=革新推進協会]によって管理され
ている.活動は音響および振動周波分ilj'で、の応、m研究，工業的および手工業的楽器製作のための測定，
試験方法の開発と製作開発 加工法=試験方法および有機物質の応用研究 楽器:文芸品製作および
品質確保の方法の!日苦1IJf究，騒音対策，楽器製作と音響のための6，000掃の図書と12司000のコンピュー
ター図書データのサービスなどである.その他講習会 公演会などによる楽器の啓蒙活動も行ってい
る.
IReinhold Gliel二J i主二楽学校
1汀役場北西の丘の上にあり，ギムチージウムと一緒になっており， Grundstufe 2年， Mittelstufe 3 
年， Oberstufe 4年の計9年間音楽を勉強する中等学校である.1834年に創立されており，今日でもオー
ケストラの構成員を養成している.卒業後はヴァイマール・ドレスデン・ライプチヒなどの音楽大学
へ進学で、きる.
オーケストラと音楽堂
1891年 Markneukirchenで、生れ，地元の音楽活動に貢献した FriedrichGlierなどの尽力によって，
IlD-には 5つの大きなオーケストラや音楽グループがある.同年地元のムジークパピリオンや近くの
Bacl Elster保養地なとごで、演奏活動をしている.オーケストラはライプチヒ・ハンブルク・プレーメ
ン・ハイデルベルクなど全国へ出張演奏も行い， IMusikwinkel Vogtlanむの宣伝にも役立っている.
有力な音楽コンクールも行われ，ザクセンコフォークトラントの音楽活動を活気づけるものになっ
ている.毎年 5月， Internationalen Instrumentalwettbewerbe Markneukirchenが開催され， 1994年は
5月4Bから14白までで 部門はクラリネットとホルンであった. Sinfonieorchester Markneukirchen 
はライプチヒの Gewanclhausで客員演奏したことがあり，また Gewanclhausの主席指揮者の Kurt
Masurが客員指揮 Lたこともある. Markneukirchen吹奏楽団は毘際大会で、何回も入賞-しており， Ilfj" 
を越えて名声を|専している.
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6. 楽器工業の改善策
連邦経済省が，新しい州を ~l1~ レベルで地域振興策を作定させた 11寺のコンサルタント会社 SCG は，
Marknellkirchenについて， 1992年の報告書「背楽のJ1!_1くlingcnthal/Markneukirchcnにおける楽総製
作の保全と発展に関する地域政策」の1:1=1で，次の三つの品位の提案を行っている.し寸Jれもコンサル
タント会社の案に見られるような，総花(1')，ないものねだりの，夢物而ふうの感じがしないではない.
1. 指出様センターの建設
土地のマーケ y トを作り，音楽のlJ!.のシンボルとし，観察のできる楽器工j誌を作り，楽器見本rl:iを
i担保し， 官楽専門家の観光客としての来訪をi活発する
効果としては， i4-楽のmのイメージアップができ， );1凡1LJ家の米訪を， )iij年1'<]にWJ付:で、き，歩道・自
転車道の整備もでき， j也 Jj&:の人々の!Jj~'の安定に:繋がる
2. ミクロ=インフラストラクチャー複合体の整合lH
提案としては， 9km北方にある SchoncckIUfにある DDRI時代からある大きな Hotcl"Hohc I<ollth"を
中心に整備する.500-600J市のコンサートホール，会議場，ベ y ド数800の大ホテル，飲食m，サウナ，
プール，体育館， テニスコート， ゴルフ場， マウンテンパイク1恭ij主u地在ι，スキ一 j場劾，牙釆!:ιu乙ソ.1馬I~
{待寺2される郊効jよ巣i長ミ:図i際宅緊号ランクのオ一ケストラや;指託J仰i司単H名者吟たちカが" i扶養を兼ねて線官や公演に来る. 均年会
議をiHiし，全国に放送する
3. 手工業会館の建設
観光客用の作業場，楽器製作作業手)1阪の展示，ギルドf!Hの建設，製i;:1の展示と販売，金利の低い信
用供与.期待される効果:観光;t，:の来訪，ペンションや旅篭の利用j支のIhJ仁，恒常的販売民示が行わ
れるようになる
w おわり
Vogtlandの伝統手工業である楽器製作は， j持続するチェコがハプスブルク家のキリスト教強化に
よるプロテスタントのザクセンへの移住とともに， 1650年頃始まったらしい.チェコの Kraslice. 
Lubyなどとほとんど一体となって楽器工業は Vogtlanclで発達してきた.第一次大戦前にピークに速
し， Marlく nCllkirchcn を中心としてギルドによって弦楽器・媛弦楽.?tl~が手工業 I~I<] に作成され，初めは
行i詣により，次いでIL:J崖筋によって販売されてきた. アメリカの代翌日鋲司王がMarkncukirchenに置か
れるほどの勢いであった
社会主義体制に入って大きな企業は国営・半l;i'i;i，ィヒされたが 個人経営の手工業者はそのままであ
り，コメコン体制jによる分業として，楽器一r業は安定1'1りにI;.f-況を享受してきた. 1990年の東西ドイツ
の統一は， I日コメコン市場を失ったばかりでなく，かつての資本主義IliJ誌に対しても労賃の上昇によっ
て国際競争力を失い. );1名度の{止さとともに壊滅状態に陥った.
しかし他に産業があるわけでなし伝統的な技術，社会的組織(楽器陣物館，楽器製作専門学校，
音楽校，シンフォニー)などを駆使して，フランクフルト (Main)楽器見本市などへ出品して，楽
総工業の!Jf興をi主!っている. ドイツILlI大j他j宅地との競争のほかに， 日本・アメリカなど外国との競争
4] 
にもJtえるだけの競争力をつけなければならず，ゾンネベルクの玩具工業と並んで，大きなi主I!YiH~に直
1m している.吉弘5の社会における 1;~I'litが大きいこと，全世界的に文化向上に向かつて努力しているこ
となどが，客観;1犬況としては玩兵よりは恵まれている点と忠われる.
本研究は1994年度i主1際学術研究「ドイツにおける!日i翠境地域の地域構造の変化J(代表小林浩二i岐阜大学教授)
の調査結来の一部である
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Changes of Musical Instruments Industry in Vogtland， Sachsen 
日iroshiSASAKI 
Vogland is situated between Thu山1gerwald. Frankenwald ancl E口gegirge(Fig.1)， ancl bor-
clers Czech ancl Bayern. The musical instruments inclustIγwas introclucecl by Czech people about 
1650 with the recatholic movement in Bohemia. The inclustry reachecl peak year just before the 
First Worlcl ¥ヘlarand Charge cI'Affaires of American consulate was settlecl in Markneukirchen to 
import the musical instruments. During the DDI~ age most musical instruments were exportecl to 
socialistic countries (Table 1) 
The center of the industry is Markneukirchen with the population of 7、612in 1993 (Table 
2). There are 131 makers of musical instruments with 952 workers (Table 3)ー Almostal makers 
are small private hanclicrafts with one or tv./o workel命s.The name of Vogtlancl is not known 
among western capitalist worlcl ancl the former socialistic markets are clestroyecl by the lack of 
foreign-exchange holdings in those countries. Voglancl makers are now suffering severly from the 
economlc CrJSIS司 anclare looking forwarcl to fincl the new ways of living. Vogland music In-
strumentes makers must be confront with the keen commpetition with other inland makers in 
whole Germany (Table 5上butalso with those in J apan ancl A merica 
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写真 1 Marl汀leukirchen全景を南より
(1994.7) 
市街は谷間に，左側の塔のある
教会付近が都心.右側上方丘陵
上のはげている部分が工業団
地.標高600m前後の丘陵上に
は森が広く残っている
写真 2 Markneukirchen北東部の新し
い工業団地(1994.7)
1994年春から最大の従業員数
200人を要する金管楽器メー
カーの VogtlandischeMusikin 
strumentenfabrik GmbH (有限
会社)が操業開始しているー
写真3 壁絵の楽器公告(1994.7)
MarkneukirchenのBienengar
ten通りを東より見たもので，
「木管ー金管楽器」の宣伝
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写真4 Musikinstrumentemuseum 
Markneukirchen (1994.7) 
16Cから現代までの楽器および
全世界からの楽器を展示.富裕
な楽器商人の家の面影を示す
写真5 バイオリン製作者ギルド設立記
念碑(1994.7)
楽器博物館入口の庭にあり，
1677年 3月 6日 Neukirchen
に組合[ギルド]が設立され，
その後の発展の礎となった.
写真6 大手企業MUSIMA(1994.7) 
従業員132人を要する第 2の大
手で，援弦楽器と弦楽器を作る
Mu sikinstrmenten.Manufaktur 
GmbH市街北東の台地上にあ
り，日本 ・アメリカ ・イギリス
の国旗が見える
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写真7 楽器製作専門学校(1993.7)
MarkneukirchenのAdorferstra
h北側にあり，楽器製作の学
士を養成する 建物は昔の富裕
な楽器商人の家を寄贈されたも
の.
写真8 夏休みでもバイオリン作製中の
学生(1994.7)
楽器製作専門学校の広い作成室
で，マイスターに成るべく，ま
た展覧会出品のため作成にいそ
しんでいる
写真 9 MIGMA (1994.7) 
MUSIMAとは対称的に，個人
手工業者の材料購入と販売のた
めの組合.
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写真10 楽器修理職人(1994.7)
Klingenthal 通りの腕の確かな
職人のところへは有名な演奏家
が，楽器の注文や修理にやって
くる.
写真1 郡都】Gingenthal中央広場の壁
絵(1993.7)
統一以来進出した信用金庫
Sparkasse (左側)と並んで， 社
会主義時代の人民所有企業
(VEB)の公告壁絵が残ってい
る.オーケストラ用電子楽器，
アコーデオン，アーモニカ，音
楽玩具.
写真12 VEB Klingenthaler Harmonika-
werk(1994.7) 
駅に南隣(MarkneukirehenStr 
国道283号)に面した巨大なア
コーデオン工場は，かつては
3，100人の従業員を要した人民
所有企業(YEB)であったが， 現
在は従業員 104人の Harmona
Akkordeon GmbH (有限会社)と
社名も変っている
